
労働災害度数率（2013～2018年度） 建設業 当社
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※災害度数率：延べ労働時間100万時間あたりの労働災害による死傷者数の比
率。当社の災害度数率は休業4日以上を対象としています。グラフ上の「建設業」
については厚生労働省発表の労働災害動向調査結果(総合建設業)をもとに、
休業4日以上の度数率を算出いたしました。

　また、本グラフでは一人親方等の労災特別加入者の災害は除いています。
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　2018年度から「決意新たに 定着させよう安全文化※」を
スローガンに掲げて、新しい5カ年安全衛生管理計画がスター
トしました。初年度となった2018年度は、休業４日以上の災害
(国内)は6件発生、度数率は0.49となり目標値0.70以下を
達成できました。(社内統計では、一人親方等の災害も含む)

　2013年度からの旧5カ年計画期間中の安全成績は、目標度
数率0.70を上回る年もありましたが、5年間の平均災害度数率
は0.68と目標を達成し、2015年度には過去最少となる度数率
0.32を達成するなど、組織として一定の安全文化を築くことが
できました。
　2018年度からの新5カ年計画では、築いてきた安全文化を
定着させ、社員全員が決意を新たにして安全衛生活動に取り組
む組織を構築していくこととしています。現場をはじめ各部署の
リーダーが、安全を最優先するという考え・行動を率先垂範し
て、一人ひとりの安全意識を高め、依存型安全管理から自主型
相互啓発型安全管理へと移行して、災害のない職場づくりを推
進していきます。
　具体的には、自主的な安
全衛生管理活動を推進す
るとともに、不安全行動に
よる災害を防止するため、
「動作の前の安全確認、指
差し呼称の実践」を引き続
き推進するとともに、「声か
け合い運動」を展開し、現場
内のコミュニケーションの
さらなる活性化を図ります。

　当社独自の「東亜労働安全衛生マネジメントシステム
（TOHSMS）」を構築し、事前に危険・有害要因を排除するため
にリスクアセスメントを行い、PDCAサイクルを繰り返す安全
衛生管理プロセスを実行しています。

　当社では、全国安全週間や年末年始労働災害防止強調期間、
年度末労働災害防止強調月間等の期間中に、経営トップをはじ
めとする経営幹部が積
極的に安全パトロールを
行うなど、全社を挙げて
安全衛生管理活動を展
開しています。

THOSMSにおけるPDCA

労働安全衛生方針

※安全文化 ： 安全を最優先するとい
う価値観や行動様式を組織の構成員
が共有している状態。また、それを実
現する組織のあり方をいう。

社長による安全パトロール

無事故無災害の現場をめざして

労働安全衛生への取組み

決意新たに 定着させよう安全文化 労働安全衛生マネジメントシステム

安全衛生管理活動
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「安全第一」を使命として

法令遵守のもとに『安全をすべてに優先させる』を社内
文化として根付かせ、公衆災害および業務上疾病を含め
た労働災害を起こさないとともに、健康を増進させ、快適
な職場環境を作ります。



　国際事業部では近年、常時10カ国余り、15～20カ所の現場で工事を行って
おり、過去５年間の平均延労働時間は１,１４３万時間と、国内に匹敵する規模に
なっています。そのため、国際事業部にＳＨＥＱ委員会を設け、安全・衛生（健康）・
環境・品質に関しての指導・教育を行っています。
　現場では国籍や文化の異なるスタッフや作業員と共に日々活動することに
なりますが、安全衛生に関しては国やエリアによりその意識やレベルもまちま
ちで、プロジェクトの開始とともに、現場のレベルに合わせて教育や指導を行い
ながら進めることが常となっています。
　現地スタッフとのコミュニケーションは英語を基本としていますが、作業員は
インドネシア語、ベトナム語、フランス語など現地の公用語しか理解できない者
が多いため、教育・指導を現地スタッフの通訳を介して行うとともに、安全ポス
ターを現地の言葉で示すなど、伝えたいニュアンスが目で見て伝わるよう工夫
を重ねています。

　社員の健康管理・疾病予防
は企業の重要なテーマのひと
つです。
　２０１８年度は、社員の疾病予
防および全国労働衛生週間へ
の取組みの一環として、前年度
に引き続き、本社安全衛生委員
会主催により「健康増進セミ
ナー」を開催しました。
　当日は、武蔵野徳洲会病院よ
り理学療法士の君島弘樹氏を
講師に招き、「腰痛の予防」に関する講演をしていただき、ＴＶ会
議システムを通じて全国の支店にも配信しました。

　全国各支店の安全衛生協力会会員企業に対し、事業者責任
等をテーマに、支店ごとに事業者安全研修会を実施し、当社と
協力会が一体となって、安全管理水準の向上を図っています。

　経験と等級に応じた階層別安全衛生教育
として、入社時および入社3年次よりおよそ3
年ごとに5段階の集合教育を実施し、「安全を
すべてに優先させる」人材の育成に取り組ん
でいます。
　また、当社グループ会社の社員も含めた合
同教育として、東亜建設工業グループ全体の
安全衛生管理レベルの向上をめざしています。

■統括管理責任者教育Ⅰ

■統括管理責任者教育Ⅱ

■統括管理責任者教育Ⅲ

入社時
（環境管理教育を含む）

入社5年目以上

入社5年目以上

入社8年目以上

入社11年目以上

入社14年目以上
（環境管理教育を含む）

2018年度 階層別安全衛生環境教育

声かけ運動ポスター（ベトナム語）

熱中症予防ポスター（英語、ベトナム語）

事業者安全研修会

健康増進セミナーの開催

階層別安全衛生教育の実施

安全衛生協力会事業者安全研修会の実施

■新入社員研修

■統括管理初任者教育

■環境管理実務者教育

TOA  COR PORA T E  R E POR T  2 019 25

国際事業部の安全衛生活動
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国際事業部災害統計（２０１４～２０１８年度）
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